



























































































































































































































































































































権利に代位し、弁済された債務の償還を債務者に請求する権限を有する。そのために、弁済を受けた債権者は、弁済者に保有する法的救 及び担保手段を引き渡す義務を負う。 」と規 する。　
一三五八条は、 「法定譲渡」に関する規定であり、人的に又は特定の財産をもって他人の債務に責めを負う者に適



























































法的救済も含まれる。債権者は、求償権の行使に役立つことは全て行わなければならない。債権者 、弁済がなされるまで、保証人の求償の保全のために、救済手段及び担保手段を「保存」しなければならない。 「引き渡し」とは、法的救済においては、 書 所有権の移転義務を意味し 有形 担保手段においては、現実の返還義務を意味する。なお、債権者は、抵当権の登記簿上の移転及び権利承継者による執行において要する証書を交付しなけ ば
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る八九六 を辿り、さら 八九四条まで遡ると、一共同債務者が受ける は、疑問のある場合 、その共同債務者個人についてのみ効力を生ずるが、このような制限が意図 れていたかどうか 最終的にはその免責の目的の「解釈」に委ねられ、その際、 「求償関係」の状態が重要な考慮要素と る（
オーストリア法の傾向
） 。したがって、














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































z（ ） 。ドイツ民法一一六五条は、 「債権者が抵当権を放棄する場合、債権者が一一八
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三条により抵当権を解消する場合、又は債権者が他の者に優先を認める場合、人的な債務者は、この処分がなければ、一一六四条（債務者への抵当権の移転）の規範により、その抵当権から償還することができる限りにおいて、免責される。 」と規定する。なお、八九六条は、不動産の担保提供者間における求償 類推適用される。また、それは動産担保提供者間の場合についても妥当する（
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この事後的な変更には、有利な条件と負担を課す条件とがある。なお、八九四条は、連帯債権に準用され、一連帯債権者と
債務者との合意は、これらの者においてのみ効力がある（
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なお、倒産手続きにおいて一連帯債務者に認められた減額、債権者の債権と一共同債務者の債務との混同（債権譲渡等によ
る混同） 、判決等は、その当該 事者においてのみ効力がある（
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なお、連帯債務者が求償からも免責されても、債権者が他の共同債務者に負担部分を超えて請求するならば、求償の循環が
生じる可能性がある（八九六条三文も参照） 。
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拙稿「担保保存義務に関する一考察
―
沿革的・比較法的考察（一二）
―
」岡法六六巻二号七八頁以下参照。
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